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4.5　分解組立要領
⑴　圧縮機交換手順

１．冷媒放出作業

サービスバルブにチャージホースをつなぎ冷媒を放
出（CO2 は大気放出）

注：�急激に冷媒を放出するとサービスバルブ内で凍
結し放出できなくなります
また冷凍機油も放出される可能性がありますの
で調整しながら放出

真ん中

帽子

下

２．圧縮機交換事前作業
１）腹巻を外す

真ん中及び下部の腹巻は左側から取り外し
腹巻は帽子⇒下⇒真ん中の順で外すと良い

２）吐出管の断熱材を外す

再利用しますので綺麗に外していただくことと後の
溶接で焼かない所まで外す
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４）クランクケースヒータを外す

３）圧縮機の配線を外す

正面から２本ビスがあります

圧縮機端子が上方に向いているため
スタビドライバーを使用
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1

2

3

５）センサーを外す

断熱材を外してセンサーを外す
（３箇所）
１．Ｔｈｏ－ INJ1（インジェクション）
２．Ｔｈｏ－Ｄ 1（吐出管）
３．Ｔｈｏ－Ｃ 1（ドーム下）

前方

ボルト位置

ボルトは正面から前方２つ後方右側に１つ
で固定してあります

６）圧縮機の固定用ボルトを外す

溶接の時や圧縮機取り出しの時に
邪魔にならないように束ねて避ける

７）圧縮機配線など束ねる
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３．圧縮機取り外し作業
１）切断による取り外し
①吸入管

残圧が０MPaであることを確認すること
万が一に備えいきなり溶接器であぶることは危険

配管の肉厚及び差し込みしろが長いため
切断による取り外しの方が良い
要調査品は極力圧縮機の配管は残した状態で
切断（ノコ刃が当たっている箇所が望ましい）

 印は切断箇所

②吐出管

切断箇所から溶接部までは溶接器にて抜き取る

 印は切断箇所

２）溶接器による取り外し
①ガスインジェクション

ガスインジェクションは配管も細いため最初から溶
接器での取り外しでも良いが吐出管、吸入管切断後
に行う
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圧縮機取り外し後

３）圧縮機取り出し

圧縮機上部を手前側に倒し　斜め上方向に引き出す

注：左後方下側の吸入管に当たる可能性があり
ますので注意して下さい

４）ターミナルブロックを外す

補用品には付いてきませんので交換前の圧縮機から
取り外し利用
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４．圧縮機取り付け作業
１）圧縮機取り付け

左後方下側の吸入管をかわしながら台座に取り付け

前方

ボルト位置

２）圧縮機固定ボルト取り付け
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３）溶接作業
①吐出管

周辺の養生を行う（3箇所同様）

注：�上部にスペースがあまりなく配管肉厚も厚く差し
込み代も長いためガス漏れの可能性
が大きくなりますので注意して下さい

②吸入管

③ガスインジェクション
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４．圧縮機取り付け事後作業
１）クランクケースヒータ及びドーム下センサー取り付け

腹巻取り付け前に行っておくこと

２）腹巻取り付け

左側から右側に回しこみ手前で結束

注：帽子の取り付けを忘れないように

３）吐出管、インジェクションセンサー取り付け

全て元のように戻す

注：センサは下から入れること
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白赤

青

前方

４）圧縮機配線取り付け

６．試運転
１）制御やセンサーが正常値であることを確認する

５．冷媒チャージ
１）検圧は窒素にて行う (128 ページ⑶を参照ください)
２）真空引きを行う
３）冷媒を封入する

５）配線カバー取り付け及び配線処理

後ろ側にフックを引っ掛けた後、手前側のビスを止
める

結束を外した配線類は必ず元のように戻しておく
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⑵　インバータ基板交換手順

１．インバータ基板（3層目）交換作業

ベースは LXと同様だが扉式に改良

ビスは全部で８箇所
コントロールボックス左側：３本
コントロールボックス内左側：３本
コントロールボックス下側：２本

①コントロールボックス内

コントロールボックス内左側に3箇所ビス止めあり

中央のビスは配線で隠れているので注意
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④インバータ基板

①～③の作業で配線を外す事無くアクセスする
ことができる

③コントロールボックス開放

右側を支点に左側より開ける事ができる

②コントロールボックス下

コントロールボックス下部に2つビス止めあり



−182−

⑶　電源基板及び水ポンプ基板交換作業

2層目

１．電源基板（2層目）交換作業

②水ポンプ基板へのコネクターを外す

外す

水ポンプ基板内にあるＣＮ２コネクター（白）
を外す

①固定用ビスを外す

1層目のベース角に4箇所ビス止めあり
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外す

⑤制御基板内コネクターを外す

制御基板内左側上部にあるＣＮＤＲコネクター（赤）
を外す

④結束バンドを切る

結束を切る

配線を結束しているバンドを切る

③制御基板内コネクターを外す

外す

制御基板内左側中央のＣＮＢ１コネクター（緑）、
ＣＮＸ１コネクター（黄）を外す
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⑦1層目取り外し

①～⑦の作業で 1層目を外すことができ電源基板に
アクセスすることができる

外す

⑥制御基板内コネクターを外す

制御基板内中央上部にあるＣＮ１３Ｖコネクター
（白）、ＣＮ１５Ｖコネクター（黄）、ＣＮ１８Ｖコネ
クター（黒）を外す
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エア抜き用

水抜き用

⑷　水熱交換器交換手順

エア抜き用

水抜き用

１．残水処理
１）水熱交換器に残っている水を抜く（２箇所）

エア抜き、水抜き用バルブを回転させて残水を抜く

２）調整弁を切り替える

調整弁下部のボタンを押しながらレバーを
切り替える

残水処理の時はＯ側（ＯＰＥＮ）にする
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下側をビス２本で固定

２）固定用ブラケットを外す

２．水熱交換器取り外し
１）断熱材をはがす

断熱材は再利用

３）バンド切断

金バンドを切断（運搬用で次から必要なし）
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４）水配管取り外し（２箇所）
①取り外し箇所

②取り外し

固定用の金属クイックファスナーを外し
（スライド）て抜く
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５）水熱交冷媒配管切断
①冷媒入り口側

事前にドレンホースを外しておくこと
切断前に残圧０MPaであることを確認すること
万が一に備えいきなり溶接機であぶることは危険

配管の肉厚及び差し込みしろが長いため
切断による取り外しの方が良い
要調査品は極力水熱交換器の配管は残した状態
で切断（ノコ刃が当たっている箇所が望ましい）

印は切断箇所

②冷媒出口側

切断箇所から溶接部までは溶接機にて抜き取る

印は切断箇所

６）水熱交換器取り出し

真ん中にある支柱が外せない場合は後方から見て左
側へ斜めに引き出す
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②冷媒出口側

８）水配管接続

修復の時にＯリングは交換する

７）水熱交換器取り付け
①冷媒入り口側

周辺の養生を行う（２箇所同様）

注：�スペースがあまりなく配管肉厚も厚く差し込み
代も長いためガス漏れの可能性が大きくなり
ますので注意して下さい


